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■2月定例会・5月臨時会と引き続き質問に立つ●

2020年度当初はコロナ禍対応に終始
県民のいのちと生存権を守るためにあらゆる施策の拡充を

県議会2月定例会は、3月23日に2020年度
一般会計当初予算案4632億1300万円、債務

負担行為も含めるとおよそ40億円の補正予算案

など執行部提出の76議案を全会一致、または賛成

多数で可決しました。

今回の定例会は、県内でも新型コロナウイルス感

染者が確認される中、新型コロナウイルス感染対策

のために、「副部長の代理答弁や開会時間の遅れ、

休憩時間の延長、休会対応」などの事態も想定した

対応や本会議開会冒頭で、知事からの新型コロナウ

イルス感染対策についての行政報告が行われ、休会

中に委員会審査を中断し、補正予算の追加提案、質

疑なども行いながら、新型コロナウイルス感染症対

策を軸に運営がされました。

それでも、瀧田知事にとっては初めて手掛けた2

020年度一般

会計当初予算案

でもありました

ので、しっかり

と審査させてい

ただきました。

坂本議員は、

会派を代表して

知事の県政運営

に臨む姿勢、県民との向き合い方などについての質

問を行いました（2・3面に質疑の抜すいを掲載）。

また、坂本議員は2020年度は産業振興土木委員会

に所属するとともに、引き続き議会運営委員も務め

ることとなりました。
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新型コロナウイルス対策調査特別委員会で県民の声を反映

◇県政へのご意見、ご要望をどうぞ◇　ホームページ匪車重頭で醜

坂
本
議
員
は
、
会
派
を
代
表

し
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
調
査
特
別
委
員

会
」
の
委
員
に
就
任
。
業
界
団

体
や
県
民
各
層
の
影
響
実
態
を

聞
き
取
り
し
な
が
ら
調
査
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

4
月
2
4
日
、
同
委
員
会
は
2

0
2
0
年
度
県
補
正
予
算
案
へ

の
反
映
を
念
頭
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
に
関
す
る
要
請
書
を
と

り
ま
と
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
長
で
あ

る
濱
田
知
事
に
提
出
し
ま
し

た。
要
請
書
は
各
会
派
が
独
白
の

調
査
に
よ
っ
て
反
映
す
べ
き
課

題
も
盛
り
込
み
、

①
感
染
拡
大
防
止

②
家
庭
支
援

③
事
業
者
支
援

④
感
染
拡
大
防
止
時
期
に
お
け

る
災
害
発
生
時
の
対
応

⑤
事
態
収
束
を
見
据
え
た
経
済

対
策

の
5
分
野
別
に
仕
分
け
て
要
望

を
取
り
ま
と
め
、
事
業
者
へ
の

家
賃
助
成
の
検
討
、
学
生
へ
の

学
業
継
続
の
支
援
な
ど
5
5
項

目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

坂
本
議
員
は
、
県
民
の
会
と

し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
を
災
害
と
し

て
と
ら
え
、
災
害
対
策
関
連
法

制
を
活
用
し
て
感
染
症
拡
大
防

止
・
生
活
等
の
支
援
が
可
能
と

な
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
る
こ

と
、
い
つ
災
害
が
発
生
す
る
か

わ
か
ら
な
い
中
で
、
感
染
リ
ス

ク
の
回
避
可
能
な
避
難
場
所
の

確
保
等
に
つ
い
て
早
急
に
検
討

す
る
こ
と
を
提
言
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
部
他
会
派
の
合

意
が
得
ら
れ
ず
、
前
段
の
提
言

は
聖
か
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

災
害
対
策
閑
適

法
制
適
用
を
提
言

コ
ロ
ナ
禍
で
県
民
生
活
・
事
業
は
深
刻
な
事
態
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2月28日、坂本議員は県民の会を
代表して代表質問に立ち、知事の政治
姿勢ほか南海トラフ地震に係る要配慮
者支援対策、伊方原発事故、県立大学
における園書焼却問題などについて新
任の濱田知事以下執行部の考えを質し
ました。なお、これは抜すいであり、
詳しい内容は坂本議員のホームペ1ジ
をご参照ください。

会・一問一答から

体育館や避難所への多目的トイレの設置はまだ道半ば

経
済
集
中
で
、
大
阪
の
周
辺
地
域
の
疲
弊

も
心
配
さ
れ
る
が
、
高
知
県
が
期
待
す
る

よ
う
な
連
携
強
化
事
業
で
い
い
の
か
。

【
漬
田
知
事
】
国
や
I
R
の
事
業
者
も
含

め
対
策
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
国

民
の
不
安
の
払
拭
に
向
け
て
、
し
っ
か
り

と
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必

要。
夢
洲
は
確
か
に
人
工
島
だ
が
、
想
定
津

波
高
を
3
メ
ー
ト
ル
超
え
る
余
裕
が
あ
る

な
ど
ハ
ー
ド
面
で
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
お

り
、
大
き
く
懸
念
す
る
状
況
で
は
な
い
。

カ
ジ
ノ
の
依
存
対
策
、
治
安
な
ど
地
元

の
大
阪
で
先
進
モ
デ
ル
対
策
の
取
紀
が
行

わ
れ
て
い
る
。
本
県
と
し
て
は
I
R
、
万

博
を
観
光
ハ
ブ
と
し
て
活
用
し
な
い
手
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
我
が

国
第
二
の
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
関

西
・
大
阪
と
の
地
産
外
商
も
し
っ
か
り
進

める。

『
知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
■

カ
ジ
ノ
・
大
阪
万
博

へ
の
傾
斜
に
懸
念

【
坂
本
議
員
】
　
尾
崎
県
政
と
こ
れ
だ
け
は

違
う
視
点
と
い
え
る
政
策
課
題
に
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

【
溝
田
知
事
】
新
た
な
施
策
と
し
て
、
関

西
圏
と
の
経
済
連
携
で
経
済
活
力
を
高
知

に
呼
び
込
む
た
め
の
取
り
阻
み
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
。

【
坂
本
議
員
】
　
大
阪
に
お
け
る
、
カ
ジ
ノ

も
含
む
I
R
に
つ
い
て
、
カ
ジ
ノ
汚
職
や

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
の
不
十
分
さ

か
ら
も
懸
念
が
増
大
し
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
I
R

や
大
阪
関
西
万
博
の
開
催
地
で
あ
る
夢
洲

は
自
然
災
害
リ
ス
ク
が
大
き
い
。
い
つ
ま

で
も
経
済
活
力
を
呼
び
込
め
る
か
疑
問

だ
。
さ
ら
に
、
カ
ジ
ノ
を
含
む
I
R
へ
の

■
生
き
で
ら
さ
を
抱
え
る
県
民
支
援
■

継
続
的
・
包
括
的

支
援
の
構
築
不
可
欠

【
坂
本
議
員
】
経
済
的
困
窮
と
社
会
的
孤

立
と
い
う
困
難
を
抱
え
、
生
き
づ
ら
さ
を

感
じ
て
い
る
生
活
困
窮
者
が
い
る
が
、
そ

の
方
た
ち
を
支
援
し
て
い
く
際
の
基
本
的

な
姿
勢
を
聞
く
。

【
漬
田
知
事
】
困
難
な
環
境
を
抱
え
て
お
ら

れ
る
御
本
人
、
あ
る
い
は
、
御
家
族
に
寄
り

添
い
な
が
ら
継
続
的
に
支
援
を
行
っ
て
い

く
、
い
わ
ゆ
る
伴
走
型
の
支
援
、
あ
る
い
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
が
で
き
る
包
括

的
な
支
援
体
制
の
構
築
、
こ
の
2
つ
の
方
向

が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

■
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
■

被
災
者
総
合
支
援
法

試
案
の
実
現
推
進
を

【
坂
本
議
員
】
災
害
へ
の
備
え
か
ら
生
活

再
建
ま
で
一
体
的
に
支
援
す
る
「
被
災
者

総
合
支
援
法
」
　
試
案
が
、
関
西
学
院
大
学

災
害
復
興
制
度
研
究
所
に
よ
っ
て
と
り
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
や
が
て
被
災
地
と

な
る
本
県
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
法

整
備
が
図
ら
れ
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
る
。
知
事
会
で
も
積
極
的
に
議
論

し
て
ほ
し
い
が
、
ど
う
か
。

【
漬
田
知
事
】
災
害
法
制
を
わ
か
り
や
す

く
す
る
と
い
う
こ
と
は
重
要
な
視
点
だ
と

思
う
。
全
国
知
事
会
で
も
、
被
災
者
の
実

態
を
踏
ま
え
た
、
さ
ら
な
る
制
度
の
充
実

が
必
要
だ
と
い
う
考
え
に
立
ち
、
法
律
に

基
づ
く
救
済
を
平
等
に
し
て
い
く
あ
る
い

は
、
支
給
対
象
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
な

ど
、
国
に
対
し
て
提
案
・
要
望
し
て
い
る
。

現
在
、
国
と
都
道
府
県
な
ど
の
実
務
責
任

者
レ
ベ
ル
の
会
議
で
制
度
の
あ
り
方
に
つ

い
て
議
論
を
し
て
い
る
が
、
立
法
化
に
向

け
た
国
会
で
の
議
論
を
注
視
し
て
い
く
。
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「
被
災
者
総
合
支
援
法
」
（
試
案
）
：
関
西
学
院
‖

「
一
∴
∵
∵
∴
二
二
…

山
ト
を
提
供
す
る
こ
と
で
救
済
が
進
む
」
　
こ
と
を
眼
目

仙

日

と

し

て

い

る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‖

｝
福
祉
避
難
所
的
機
能
に
つ
い
て
■

多
目
的
ト
イ
レ
の

設
置
・
整
備
は
必
須

【
坂
本
議
員
】
避
難
場
所
お
よ
び
一
般
の
避

難
所
に
お
け
る
福
祉
避
難
所
的
機
能
に
つ

い
て
2
0
1
8
年
9
月
議
会
で
質
問
し
た

が
、
そ
の
後
市
町
村
の
取
阻
の
加
速
化
は
図

ら
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
最
低
で
も
多
目

的
ト
イ
レ
の
設
置
を
要
請
し
た
が
、
設
置
状

況
の
把
握
と
取
組
状
況
は
ど
う
か
。

【
地
域
福
祉
部
長
】
避
難
場
所
に
お
け
る
要

配
慮
者
に
対
応
す
る
た
め
の
姿
機
材
な
ど

の
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
各
市
田
村
が
補

助
金
を
活
用
し
て
取
紀
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
、
平
成
3
0
年
日
月
に
ケ
ア
の
留
意
点

な
ど
を
紹
介
す
る
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
改
め

（
3
面
上
段
に
続
く
）
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芸員芸「3密」避けるた捌こもネット中継の実現を
府県におよんでいるのですから、さらに全国的に

も広がっていくことに注視しながら、取組を継続

していきたいと思います。

また、常任委員会のインターネット中継も、実

現しませんでした。今回のコロナ感染症など感染

症対応に対する「3密」などを防止する「新しい

生活様式」を踏まえたとき、傍聴される方のため

にも早急に実現されるべき課題であるといえま

す。

昨年度、議会運営委員会で協議をしてきた費用

弁償の実費支給への見直しについて、自民・公明

などの反対で合意できませんでした。

その上で、定額部分を必要としながら、定額部

分の減額が自民党から提案されたものの、定額部

分を残すことで、課題が残ることや、このことで

固定化されることを懸念し、妥協することなく完

全実費支給を求めていくこととしました。

すでに費用弁償の実費支給・支給ゼロが15都

て
市
町
村
に
環
境
整
備
の
重
要
性
を
周
知

した。一
般
避
難
所
に
お
け
る
多
目
的
ト
イ
レ

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
現
在
避
難
所
と
な

っ
て
い
る
公
上
り
一
学
校
の
体
育
館
で
は
1
2

1
、
学
校
以
外
で
は
2
3
0
に
設
置
さ
れ

て
い
る
。
今
後
の
整
備
に
つ
い
て
も
県
立

学
校
や
市
町
村
立
学
校
に
お
い
て
も
改

修
・
改
築
の
際
に
整
備
を
行
っ
て
い
く
し
、

働
き
か
け
を
し
て
い
く
。

■
伊
方
原
発
事
故
等
に
つ
い
て
｝

「
廃
炉
」
　
へ
の
歴
史

的
決
断
を
今
こ
そ

【
坂
本
議
員
】
伊
方
原
発
で
、
燃
料
制
御

棒
を
誤
っ
て
抜
く
ミ
ス
や
原
因
不
明
の
全

電
源
喪
失
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
故
が

生
じ
、
周
辺
住
民
や
県
民
は
不
安
を
感
じ

て
い
る
。
現
段
階
で
も
原
因
究
明
が
さ
れ

な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
四
国
電
力
に
対
し

て
何
ら
か
の
追
及
姿
勢
を
示
さ
な
い
の

か。
【
漬
田
知
事
】
伊
方
原
発
に
お
い
て
、
最

近
ト
ラ
ブ
ル
が
度
重
な
り
発
生
し
た
こ
と

は
、
誠
に
遺
憾
で
あ
り
深
刻
な
事
態
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
1
月
2
8
日
に
は
、
副

知
事
か
ら
四
国
電
力
に
対
し
て
、
徹
底
し

た
原
因
究
明
と
再
発
防
止
策
、
そ
し
て
本

県
へ
の
説
明
を
直
接
要
請
し
た
。
今
後
、

四
国
電
力
が
、
原
因
究
明
、
再
発
防
止
策

を
取
り
ま
と
め
た
段
階
で
、
勉
強
会
の
開

催
な
ど
を
通
じ
て
、
納
得
で
き
る
回
答
を

示
す
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
坂
本
議
員
】
「
電
力
の
安
定
供
給
の
た
め

に
は
、
伊
方
原
発
の
稼
働
は
必
要
」
と
い

う
の
が
県
の
姿
勢
だ
が
、
今
回
の
事
故
の

よ
う
に
、
自
然
災
害
に
よ
る
事
故
や
人
為

的
ミ
ス
が
伊
方
原
発
で
起
き
れ
ば
、
福
島

原
発
事
故
を
は
る
か
に
上
回
る
原
発
災
害

に
つ
な
が
る
。
伊
方
原
発
の
廃
炉
に
向
け

た
方
向
転
換
を
は
か
る
つ
も
り
は
な
い
の

か。
【
漬
田
知
事
】
原
発
は
ひ
と
た
び
事
故
が

起
き
れ
ば
大
き
な
リ
ス
ク
を
負
っ
て
い
る

た
め
、
原
発
に
依
存
し
な
い
社
会
を
め
ざ

し
て
依
存
度
を
徐
々
に
減
ら
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
課
題
を

乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に
は
あ
る
程
度
時

間
が
必
要
で
あ
り
、
電
力
の
安
定
確
保
と

い
う
観
点
か
ら
、
現
状
で
は
直
ち
に
廃
炉

を
求
め
る
段
階
に
は
な
い
。

■
種
子
法
廃
止
後
の
対
応
に
つ
い
て
｛

要
綱
で
な
く
条
例

で
の
謳
い
こ
み
必
要

【
坂
本
議
員
】
　
2
0
1
7
年
4
月
に
種
子

法
廃
止
法
案
が
成
立
し
た
際
、
な
ぜ
、
「
高

知
県
主
要
農
作
物
種
子
生
産
条
例
」
　
で
は

な
く
要
綱
で
対
応
し
た
の
か
。
全
国
的
に

は
今
年
1
月
段
階
で
2
3
道
県
が
条
例
化
ま

た
は
準
備
中
で
あ
り
、
高
知
県
の
種
子
を

本
気
で
守
り
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
県
民
が

願
う
条
例
化
に
踏
み
出
す
べ
き
だ
。

【
漬
田
知
事
・
農
業
振
興
部
長
】
種
子
は

農
業
生
産
の
根
幹
を
な
す
重
要
な
資
材
で

る
と
の
認
識
の
も
と
、
種
子
法
の
廃
止
後
の

そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
者
の
役
割
を
要
綱
に
明

記
す
る
こ
と
で
、
引
き
続
き
安
定
的
に
種
子

を
生
産
供
給
で
き
る
も
の
と
判
断
し
た
こ

と
か
ら
「
高
知
県
主
要
農
作
物
種
子
生
産
要

綱
」
の
制
定
に
至
っ
た
も
の
。

高
知
県
農
業
技
術
種
菌
配
布
規
定
で
は
、

種
子
の
配
布
先
や
配
布
を
受
け
付
け
る
場

合
の
事
務
手
続
き
を
明
記
、
種
子
の
県
外
流

出
を
制
限
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
要
綱
や
規

定
に
基
づ
い
て
、
優
良
な
種
子
を
安
定
的
に

生
産
・
供
給
を
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

■
県
大
・
図
書
焼
却
問
題
に
つ
い
て
『

検
証
不
十
分
な
ま
ま

で
理
解
得
ら
れ
ず

坂
本
議
員
　
県
立
大
学
の
図
書
焼
却
問

題
は
、
十
分
な
検
証
が
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、

図
書
館
改
革
委
員
会
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
（
注
目
蔵
書
構
築
）
方
針
で
、

県
民
の
理
解
と
納
得
を
得
ら
れ
る
と
思
う

の
か
。
ま
た
、
今
回
の
問
題
に
当
た
っ
て
理

事
長
、
学
長
、
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
長
の
文

書
訓
諭
と
い
う
処
分
が
、
責
任
の
取
り
方
と

し
て
妥
当
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
か
。

漬
田
知
事
　
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
方
針
に
基
づ
き
、
県
民
の
皆
さ
ま
の
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
図
書
館
運
営
に
し

っ
か
り
取
り
阻
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
要

請
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
理
事
長
な
ど
の

処
分
に
つ
い
て
は
、
公
立
大
学
法
人
と
し

て
、
就
業
規
則
に
基
づ
い
て
判
断
を
さ
れ
た

も
の
と
受
け
止
め
て
い
る
と
こ
ろ
。
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協力要請が事業者や県民に分かりやすく行われ
る必要性などを質し、県の考え方が示されまし
た（詳細はホームページに掲載（速報版））。
今後も、ウイズコロナの時期に拡充しておか

なければならない施策を注視するとともに、さ
らに県民の皆さんの声を反映させていくよう取

り組みを継続していきます。

5月26日～28日、県議会臨時会が開かれ、新

型コロナウイルスの緊急対策として事業者向け
の融資制度の拡充や観光需要を回復させるため
の費用などを盛り込んだ16億4300万円余

の補正予算案などが全会一致で成立しました。

坂本議員は代表質問を行い、PCR検査・医
療体制の拡充や大学生の困窮状態への支援、休
業中の学びの保障や文化・芸術団体への支援、

瑚敵機済礁漱㈱廟聯御感恕㌫遅発慰　欄那簑薫登済済登琴

P
C
R
受
検
し
や
す
い
環
境
整
備
必
要

児
童
に
寄
り
添
う
学
び
の
保
障
を

坂
本
議
員
　
P
C
R
検
査
に

つ
い
て
、
医
師
が
必
要
性
を
躊

躇
し
て
検
査
に
つ
な
が
っ
て
い

な
い
の
で
は
。
P
C
R
装
置
の

追
加
で
今
ま
で
以
上
に
受
検
し

や
す
く
な
る
の
か
。

ま
た
、
一
般
の
医
療
機
関
で

唾
液
に
よ
る
P
C
R
検
査
や
抗

原
検
査
が
進
め
ば
医
療
機
関
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
P
C

R
検
査
が
大
幅
に
増
加
し
た
と

き
の
対
応
と
し
て
、
県
に
よ
る

抗
原
検
査
や
抗
体
検
査
の
導
入

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

知
事
　
初
期
の
検
査
抑
制
傾

向
の
反
省
も
踏
ま
え
、
必
要
な

方
が
確
実
に
検
査
を
受
け
ら
れ

る
体
制
を
確
保
し
て
い
く
。
学

校
、
福
祉
事
業
所
、
医
療
機
関

な
ど
で
は
、
ま
ず
は
出
勤
な
ど

を
停
止
し
た
う
え
で
、
医
師
の

診
察
を
受
け
、
検
査
の
要
否
を

判
断
し
て
頂
く
こ
と
が
適
当
。

我
々
か
ら
も
そ
の
周
知
を
は
か

っ
て
い
く
。

抗
原
検
査
は
1
0
分
～
3
0
分

で
判
定
で
き
る
の
で
感
染
者
を

早
期
に
発
見
で
き
る
長
所
が
あ

る
。
大
幅
な
感
染
増
に
対
し
て

抗
原
検
査
の
活
用
は
有
効
と
考

え
る
の
で
、
臨
床
の
現
場
で
体

制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

坂
本
議
員
　
学
校
再
開
を
受

け
て
ま
ず
は
生
徒
た
ち
の
心
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
学
校

に
な
じ
め
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

べ
き
。
ま
た
、
授
業
の
遅
れ
を

取
り
戻
す
方
策
が
検
討
さ
れ
て

い
る
が
、
過
度
な
つ
め
こ
み
を

排
し
て
学
び
の
保
障
を
ど
の
よ

う
に
実
現
し
て
い
く
の
か
。

全
国
高
校
総
体
な
ど
成
果
の

発
表
の
場
が
奪
わ
れ
て
い
る
。

多
様
な
形
態
を
と
り
な
が
ら
で

も
部
活
動
な
ど
の
成
果
発
表
の

場
を
設
け
ら
れ
な
い
か
。

教
育
長
（
代
理
）
心
と
体
の

の
健
康
ア
ン
ケ
ー
ト
や
学
級
担
任

及
び
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

よ
る
面
談
な
ど
を
実
施
。
子
供
の

状
況
に
つ
い
て
情
報
収
集
し
て
阻

織
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

授
業
階
数
の
確
保
に
加
え
、
わ

か
る
授
業
づ
く
り
の
指
導
事
例
を

配
信
、
さ
ら
に
学
習
支
援
動
画
で

一
人
ひ
と
り
の
学
び
に
応
じ
た
学

習
を
I
C
T
に
よ
り
充
実
さ
せ
て

きた。全
国
高
校
総
体
な
ど
の
中
止
は

残
念
。
大
会
開
催
の
課
題
を
踏
ま

え
、
体
育
大
会
が
で
き
る
限
り
開

催
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

■
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
施
策
を
継
続
注
視
■

坂
本
議
員
　
学
生
団
体
「
高

等
教
育
無
償
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

F
R
E
E
」
の
調
査
で
、
大
学

生
ら
の
約
6
割
が
、
ア
ル
バ
イ

ト
の
収
入
が
減
っ
た
り
、
な
く

な
っ
た
と
答
え
、
学
生
の
1
3
人

に
1
人
が
、
大
学
を
や
め
る
検

討
を
始
め
て
い
る
と
回
答
す
る

な
ど
、
大
学
生
の
厳
し
い
生
活

状
況
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い

る
。
高
知
県
立
大
学
及
び
高
知

工
科
大
学
の
授
業
料
の
納
期
限

の
延
長
や
授
業
料
の
減
免
措
置

な
ど
の
支
援
策
が
講
じ
ら
れ
た

と
の
こ
と
だ
が
、
県
内
に
お
け

る
他
の
大
学
で
は
、
ど
の
よ
う

な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
の

か。
文
化
生
活
ス
ポ
ー
ツ
郡
長

国
立
高
知
大
学
で
は
、
本
年
度

第
1
学
期
分
の
授
業
料
の
納
付

期
限
の
延
長
等
の
ほ
か
、
経
済

的
に
困
窮
し
て
い
る
学
生
に
対

し
、
返
済
不
要
の
緊
急
的
な
支

援
金
と
し
て
1
人
当
た
り
3
万

円
を
支
給
す
る
制
度
を
設
け
て

い
る
。
ま
た
、
県
内
の
3
つ
の

私
立
大
学
に
お
い
て
も
、
授
業

料
の
納
付
期
限
延
長
の
対
応
を

お
聞
き
し
て
い
る
。

困
窮
大
学
生
へ
の
支
援
を
早
急
に

坂
本
議
員
　
文
化
芸
術
関
係

者
の
コ
ロ
ナ
実
態
調
査
で
は
損

失
補
償
と
再
開
・
新
規
事
業
展

開
へ
の
支
援
が
切
実
。
本
県
の

重
要
施
策
で
あ
る
「
文
化
芸
術

と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」
を
担
う

団
体
な
ど
の
事
業
継
続
に
向
け

て
さ
ら
な
る
支
援
策
を
。

タ
ク
シ
ー
・
運
転
代
行
事
業

者
も
協
力
金
の
対
象
と
す
べ
き

で
は
。
ま
た
、
休
業
要
請
な
ど

が
5
月
6
日
を
も
っ
て
解
除
さ

れ
た
が
、
一
万
で
県
民
へ
は
こ

れ
ら
の
店
舗
へ
の
出
入
り
自
粛

を
呼
び
か
け
た
が
、
理
解
し
が

た
い
。
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

知
事
　
県
で
は
県
立
施
設
の
イ

ベ
ン
ト
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
免
除
を

行
っ
て
き
た
。
今
後
、
文
化
芸
術

団
体
の
再
開
時
の
活
動
を
後
押
し

で
き
る
よ
う
県
と
し
て
も
支
援
策

を
検
討
し
て
い
く
。

あ
く
ま
で
休
業
等
の
要
請
に
応

じ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
へ
の
協
力

金
と
し
て
お
支
払
い
し
た
も
の

（
こ
の
頃
商
工
労
働
部
長
答
弁
）
。

∵
㍉
十
∴
宣
言

で
以
上
に
わ
か
り
や
す
く
、
て
い

ね
い
な
説
明
に
努
め
て
い
く
。

文
化
芸
術
事
業
へ
の
継
続
支
援
も


